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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ヴ
ィ
ア
ス
国
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
０
１
８
Ｙ

【
作
者
名
】

　
南
方
迴
音

【
あ
ら
す
じ
】

　
科
学
者
、
ロ
ザ
ン
ヌ
・
パ
ポ
ー
ル
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
薬
品
。

そ
れ
に
よ
っ
て
魔
法
を
手
に
入
れ
た
者
達
は
自
ら
を
神
子
と
名
乗
り
人
間
を
虐

げ
る
よ
う
に
な
る
。

ヴ
ィ
ア
ス
帝
国
第
一
王
子
、
ミ
エ
ラ
・
ヴ
ィ
チ
ィ
ア
ス
は
人
間
の
子
供
、
天
然

の
、
生
ま
れ
え
な
が
ら
の
神
子
。

両
親
を
殺
さ
れ
、
国
王
に
引
き
取
ら
れ
た
ミ
エ
ラ
は
恨
み
つ
つ
、
父
と
し
て
国

王
慕
っ
て
い
た
。

カ
リ
ュ
ー
ナ
・
パ
ー
パ
ス
は
ミ
エ
ラ
の
実
の
妹
。
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人
間
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
た
カ
リ
ュ
ー
ナ
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
一
員
と
し
て

戦
っ
て
い
た
。

１
０
年
後
、
危
機
を
迎
え
た
国
で
王
族
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

再
開
を
果
た
す
。

人
間
を
虐
げ
殺
し
す
ぎ
た
故
の
労
力
の
減
少
と
人
間
達
の
抵
抗
に
よ
っ
て
傾
い

た
国
家
は
人
間
、
神
子
と
も
に
滅
び
る
寸
前
だ
っ
た
。

一
刻
を
争
う
事
態
に
ミ
エ
ラ
は
平
等
を
唱
え
る
神
子
と
と
も
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

の
リ
ー
ダ
ー
に
加
担
す
る
。
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序
章
　

　
ヴ
ィ
ア
ス
帝
国
は
、
大
陸
で
一
番
大
き
な
国
だ
。

　
ユ
フ
ラ
シ
ス
大
陸
の
半
分
以
上
を
占
め
る
面
積
。
温
暖
な
地
域
が
多
く
、
作

物
は
豊
富
。
他
国
と
の
交
流
も
多
い
の
で
物
資
に
困
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
５
０
０
０
万
を
誇
る
王
国
軍
に
よ
り
、
他
国
か
ら
の
侵
略

も
恐
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
問
題
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
人
間
だ
ろ
う
。

　
約
３
０
０
年
前
、
あ
る
国
の
科
学
者
、
ロ
ザ
ン
ヌ
・
パ
ポ
ー
ル
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
薬
品
。

　
投
与
す
る
だ
け
で
俗
に
言
う
『
魔
法
』
が
手
に
入
る
世
紀
の
発
明
。

　
だ
が
、
そ
れ
に
は
１
つ
欠
点
が
あ
っ
た
。

　
適
合
者
と
不
適
合
者
の
存
在
だ
。

　
そ
れ
は
３
０
０
年
た
っ
た
今
で
さ
え
改
良
で
き
て
い
な
い
。

　
『
魔
法
』
と
い
う
力
を
手
に
入
れ
た
者
達
は
自
ら
を
神
子
と
名
乗
り
、
人
間

を
劣
等
動
物
と
蔑
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
は
年
々
悪
化
し
、
今
の
人
間
は
神
子
に
と
っ
て
道
具
で
し
か
な
い
。

　
奴
隷
、
遊
女
、
な
ど
過
酷
な
仕
事
を
強
い
ら
れ
、
虐
殺
や
拷
問
も
少
な
く
な

い
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
理
由
で
人
間
は
す
ぐ
に
殺
さ
れ
る
。

　
国
外
に
逃
げ
た
人
間
や
国
内
で
も
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
や
逃
げ
隠
れ
て
い
る
人
間

も
多
い
。

　
で
は
、
神
子
達
が
皆
そ
ん
な
に
外
道
で
非
情
な
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

い
。

　
口
に
し
な
い
だ
け
で
、
人
間
へ
の
酷
す
ぎ
る
仕
打
ち
に
疑
問
を
持
ち
、
反
対

す
る
も
者
も
少
な
か
ら
ず
、
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
口
に
」
し
よ
う
も
の
な
ら
す
ぐ
さ
ま
斬
首
刑
だ
。

　
国
王
は
人
間
を
嫌
っ
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
ア
ス
帝
国
第
一
王
子
、
す
な
わ
ち
次
期
国
王
後
継
者
、
ミ
エ
ラ
・
ヴ
ィ
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チ
ィ
ア
ス
も
、
人
間
へ
の
差
別
に
反
対
す
る
者
の
１
人
だ
っ
た
。

　
な
ん
せ
、
彼
は
国
王
の
実
子
で
は
な
い
。

　
彼
は
人
間
の
間
に
生
ま
れ
、
国
王
に
両
親
を
殺
さ
れ
た
天
然
の
、
生
ま
れ
な

が
ら
の
神
子
な
の
だ
。
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過
去

 
悲
惨
な
光
景
。

 
目
前
に
広
が
る
の
は
人
々
の
死
体
と
燃
え
た
テ
ン
ト
。

 
ミ
エ
ラ
は
隣
に
い
る
妹
、
カ
リ
ュ
ー
ナ
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
た
。

 
「
行
こ
う
。
カ
リ
ュ
ー
ナ
。
母
さ
ん
を
助
け
な
き
ゃ
」

 
カ
リ
ュ
ー
ナ
が
こ
く
り
と
頷
く
。

 
二
人
は
家
へ
と
歩
き
始
め
た
。

 
ま
だ
奴
等
が
い
る
可
能
性
を
考
え
遠
回
り
に
な
る
が
森
を
通
り
、
時
々
聞
こ

え
る
葉
の
す
れ
る
音
に
怯
え
な
が
ら
二
人
は
歩
い
た
。

 
十
分
ほ
ど
し
て
た
ど
り
着
い
た
テ
ン
ト
。

 
其
処
は
奴
等
が
来
て
い
な
い
よ
う
で
、
無
傷
だ
っ
た
。

 
「
た
だ
い
ま
。
母
さ
ん
」

 
二
人
は
声
を
揃
え
て
言
っ
た
。

 
母
は
二
人
を
見
る
と
目
を
見
開
い
て
驚
い
た
。

 
何
事
か
と
、
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

 
そ
し
て
、
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

 
母
は
、
二
人
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
。

 
二
人
の
後
ろ
に
い
る
『
何
か
』
を
見
て
い
る
の
だ
。

 
「
ミ
エ
ラ
！
カ
リ
ュ
ー
ナ
！
逃
げ
な
さ
い
！
」

 
母
は
叫
び
、
二
人
を
押
し
退
け
た
。

 
母
の
悲
鳴
、
回
り
の
悲
鳴
、
轟
く
銃
声
。

 
ミ
エ
ラ
は
カ
リ
ュ
ー
ナ
の
手
を
と
っ
て
、
入
口
に
い
る
男
の
脇
を
す
り
抜
け

外
に
出
た
。

 
走
ら
な
け
れ
ば
。
逃
げ
な
け
れ
ば
。
妹
を
守
ら
な
け
れ
ば
。

 
と
も
か
く
遠
く
へ
。

 
ミ
エ
ラ
は
走
っ
た
。

 
突
然
、
右
の
足
首
に
激
痛
が
走
っ
た
。
足
首
が
熱
い
。

 
一
発
の
銃
弾
が
、
ミ
エ
ラ
の
足
首
を
貫
い
た
の
だ
っ
た
。
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「
逃
げ
ろ
！
カ
リ
ュ
ー
ナ
！
」

 
転
が
っ
た
ミ
エ
ラ
を
一
瞥
し
、
カ
リ
ュ
ー
ナ
は
走
り
出
し
た
。

 
最
後
に
、
微
か
に
聞
こ
え
た
妹
の
声
。

 
「
ご
め
ん
ね
」

ミ
エ
ラ
は
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
ん
だ
。

あ
あ
、
足
首
が
痛
い
。

ミ
エ
ラ
は
上
半
身
を
必
死
で
起
こ
し
、
傷
口
に
手
を
や
っ
た
。

「
う
ぐ
っ
！
」

 
触
う
っ
た
瞬
間
、
今
ま
で
以
上
の
痛
み
が
走
る
。

 
も
う
一
度
、
傷
口
を
触
る
。

 
傷
は
…
な
い
。

 
こ
れ
が
、
ミ
エ
ラ
の
『
能
力
』
だ
っ
た
。

 
「
ほ
ぅ
。
」

 
頭
上
か
ら
、
突
然
声
が
聞
こ
え
た
。

 
低
い
、
覇
気
の
あ
る
声
が
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
。

 
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
三
十
半
ば
程
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

「
お
も
し
ろ
い
。
坊
主
、
神
子
か
…
」

 
ミ
エ
ラ
は
キ
ッ
と
男
を
睨
み
付
け
た
。

 
男
は
ミ
エ
ラ
を
担
ぎ
上
げ
、
言
っ
た
。

「
親
は
神
子
な
の
か
？
」

 
「
ち
げ
え
よ
！
俺
は
人
間
だ
し
、
母
さ
ん
も
父
さ
ん
も
人
間
だ
！
」

 
「
で
は
、
貴
様
、
生
ま
れ
つ
き
神
子
な
の
か
？
」

 
「
だ
か
ら
違
っ
て
…
」

 
「
ふ
ん
。
お
も
し
ろ
い
。
よ
し
、
坊
主
。
私
と
共
に
こ
い
」

 
文
句
を
言
う
ミ
エ
ラ
を
無
視
し
、
男
は
歩
き
始
め
た
。

 
幸
か
不
幸
か
。
国
王
に
気
に
入
ら
れ
た
ミ
エ
ラ
は
、
こ
う
し
て
王
族
に
迎
え

入
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。



7

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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